
金
滞
古
蹟
志
巻
時
四

よ
り
御
蹄
披
之
時
分
、
春
日
之
前
へ
袋
来
仕
罷
出
侯
て
御
目
見
仕

候
。
御
覧
被
'
成
、
殊
勝
に
島
じ
ゃ
る
と
御
意
に
候
。
御
供
中

E
っ
と

笑
ひ
候
へ
ぽ
逃
込
申
候
と
、
川
線
市
丞
哨
承
る
。
と
あ
り
。
右
掃
除

坊
主
は
高
井
三
菩
と
稀
し
け
る
を
、
紳
主
と
成
り
吉
田
家
よ
り
の
許

欣
を
諦
け
、
高
井
大
和
と
改
稀
す
と
高
井
氏
の
停
記
に
載
せ
た
り
。

此
の
時
代
の
書
簡
類
多
く
停
来
す
る
中
に
、
左
の
も
の
あ
り
。

加
州
河
北
郡
山
上
春
日
枇
入
、
近
年
依
v
令
-
断
絶
一
札
昌
古
之
枇
家
筋
一

共
方
事
氏
子
共
就
v
理
被
=
仰
付
-
候
僚
、
可
v
成
a
北
ハ
意
-
候
也
。

寛
永
十
三
九
月
十
三
日
横
山
大
勝
亮
康
玄

奥
村
因
幡
守
易
英

判中j

商

井

事

加
州
河
北
郡
山
野
上
村
春
日
之
枇
紳
主
居
屋
敷
傘
百
歩
之
底
一
以
山

野
上
村
領
之
内
被
下
置
候
僚
、
金
可
致
支
配
之
官
被
仰
出
者
也
。

寛
永
十
五
年
九
月
八
日
横
山
山
城
守
長
知
判

本
多
安
易
守
政
重

中j

恭

日

枇

紳

主

。
少
彦
名
紳
澗

此
の
澗
は
小
坂
紳
祉
の
末
祉
に
て
境
内
に
あ
り
。
開
前
に
石
碑
を
建

俳
人
北
堂
の
北
園
巡
杖
記
に
云
ふ
。
鳴
は
の
灘
と
い
ふ
は
、
河
北
郡

春
日
の
枇
境
に
あ
り
。
古
昔
源
義
経
似
山
伏
と
成
り
臭
へ
下
ら
れ
け

る
時
‘
加
賀
関
宮
樫
某
頼
朝
の
命
に
随
ひ
、
同
岡
安
宅
の
浦
に
新
聞

を
建
て
.
毎
日
山
伏
を
止
め
け
る
に
‘
武
磁
幼
緋
鹿
が
忠
謀
の
厚
き

事
を
感
じ
.
富
樫
が
情
に
て
落
し
ぬ
。
依
り
て
抜
群
に
逃
げ
伸
び
て
、

卯
辰
山
の
昆
沙
門
の
枇
地
に
か
L
り
‘
今
は
心
の
憧
な
れ
ば
と
、

筏
一
懸
を
股
ぎ
て
傍
の
松
ク
枝
に
懸
け
た
り
。
今
に
一
本
松
と
て
古
松

一
樹
あ
り
。
さ
て
暫
し
下
り
て
春
日
の
宮
居
を
伏
拝
み
過
ぎ
給
ふ

に
、
富
樫
澗
肴
を
携
へ
来
り
、
此
の
瀧
の
平
岩
に
固
居
し
て
酒
宴
を

た
し
、
縫
者
の
箆
に
か
h

る
御
身
を
忍
ば
せ
給
ふ
事
の
い
た
は
し
さ

ょ
と
、
懇
に
も
て
た
し
け
り
。
此
時
武
磁
坊
一
曲
を
奏
で
‘
略
る
は

湖
の
水
と
う
た
ひ
し
よ
り
‘
今
に
至
り
か
〈
呼
ぺ
り
と
ぞ
。
さ
れ
ど

も
今
の
所
は
古
の
奮
跡
k
bら
宇
O

此
典
、
に
奮
地
あ
り
と
ぞ
。
と
記

載
せ
り
。
今
按
宇
る
に
・
臭
の
欝
地
と
い
ふ
は
、
春
日
山
の
山
中
天

質
谷
と
い
ふ
廃
に
あ
り
と
な
り
。
享
保
十
二
年
に
撰
越
せ
し
春
日
枇

紀
に
云
ふ
。
実
質
谷
鑑
泉
名
=
延
年
灘
プ
依
v
有
昌
延
年
之
稽
石
原
拠
之
日

批
司
以
昌
斯
水
-
髄
=
醒
酒
二
橋
昌
宮
八
甜
酒
二
局
昌
肺
一
供
二
両
治
三
年
来
令
a
本

一
同
酒
商
山
上
町
鋤
屋
某
聖
子
孫
到
v
今
人
呼
鏡
獅
滴
酒
屋
里
民

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
四

て
た
り
。
碑
文
に
云
ふ
。

金
城
之
東
有
v
山

4

稀
田
昌
春
日
一
乃
置
目
指
骨
日
紳
廟
-
以
銀
鴬
，
天
明
某
年

建
=
少
彦
名
命
廟
於
共
側
-
鴬
。
遊
古
昔
而
来
胞

d

震
噌
救
且
災
疾
-
之
榊
A

也
d

乃
吾
藩
政
侍
腐
丸
山
氏
。
以
=
共
家
奮
所
v
誠
之
像
↓
奉
b

安
昌
於
斯
-
穏
云
.

寛
政
丁
巳
.
今
犯
官
高
井
氏
。
修
昌
治
共
澗
字
↓
都
内
業
v
瞭
者
。
自
v
遡

而
還
ι
亦
皆
従
而
問
歳
時
或
饗
融
合
刊
凡
所
編
時
間
照
答
影
響
胡
然

而
協
也
.
-
E
h
t

寛
政
十
二
年
各
十
一
月
中
涜
金
樺
隠
野
藤
田
義
郷
建

明
倫
堂
事
士
員
河
合
良
温
締
撰

-・・・・

。

鳴

波

灘

三
州
志
健
義
徐
考
に
一
試
ふ
。
金
部
春
日
枇
地
。
本
有
昌
小
潟
吋
於
n
此
溢
-

耕
民
事
a
安
宅
関
無
v
慈
験
吋
設
且
酒
宴
-
酔
鋒

d

歌
a
那
留
波
海
水
吋
此
事
総
且

北
図
鑑
杖
記
者
-
而
上
木
e

又
白
石
紳
書
@
宮
樫
介
錫
昌
義
経
-
段
品
酒
宴
於

内ゐ
M
h
》

春
日
山

--z。
然
考
昌
義
経
紀
之
之
謙
一
一
義
経
不
v
経
且
組
金
調
伸
↓
則
此
銃
後

人
自
=
演
劇
曲
僻
弱
街
曾
-
者

a

並
不
v
足
v
取
。
と
段
記
す
。
平
次
按
宇

る
に
、
三
州
志
の
無
論
貨
に
さ
る
事
た
り
と
い
へ
ど
も
、
今
以
て
人

口
に
時
間
失
す
れ
ば
、
俗
談
た
が
ら
左
に
蛾
v
之
l

。
鳴
濃
灘
之
俗
儒

相
停

4

武
繊
坊
緋
鹿
随
昌
義
経
之
微
行
ニ
桂
昌
過
斯
地
-
之
時
。
汲
お
側
水
子

所
v
携
蝶
貝
-
飲
v
之

4

奏
昌
鳴
波
灘
乃
水
舞
曲
吋
故
又
税
目
雨
明
波
賀
溜
刊
と
あ

り
。
此
の
侮
訟
に
て
は
、
春
日
山
の
山
中
怠
る
爆
友
り
し
事
知
ら
れ

け
り
。
又
山
本
信
有
の
掌
経
機
漫
経
に
、
加
州
の
援
井
順
元
日
く
、

三
十
年
許
以
前
陀
加
州
へ
残
月
と
い
ふ
六
十
ば
か
り
の
老
併
来
り

て
、
加
州
城
下
の
犀
川
・
溜
野
川
の
東
西
に
流
る
L
を
見
て
、
昔
此

の
水
南
北
へ
流
れ
‘
か
く
流
れ
ざ
り
し
と
い
ふ
事
よ
り
起
り
て
、
城

下
の
春
日
山
と
い
ふ
を
見
て
、
此
山
に

τ義
経
を
宮
樫
が
酒
宴
せ
し

事
と
そ
有
り
つ
れ
。
安
宅
の
閥
よ
り
跡
を
遁
ひ
、
訟
の
が
舘
の
山
に

て
澗
宴
し
た
り
き
。
昔
物
祷
り
に
、
判
官
版
十
二
人
の
作
り
山
伏
に

て
遁
ら
れ
し
友
ど
い
ふ
事
、
跡
か
た
も
泣
き
事
た
り
O

共
時
と
L
を

遜
ら
れ
し
に
‘
百
四
・
五
十
人
許
に
て
有
り
つ
る
也
と
い
へ
り
。
此

残
月
が
住
居
を
能
〈
/
¥
噂
ね
れ
ば
‘
越
後
の
問
中
と
い
ふ
聴
の
縫

《

e巾
一
》

に
一
室
を
つ
く
り
て
、
小
松
原
紫
雲
と
い
ふ
六
十
許
の
者
と
同
宿
し

て
あ
り
。
穀
を
絡
ち
て
食
は
や
。
松
脂
を
ね
り
て
股
餌
す
。
二
人
共

に
い
か
な
る
も
の
と
も
し
ら
宇
。
縫
と
も
な
し
に
い
ひ
出
し
て
い
ひ

停
へ
し
底
は
、
残
月
は
常
陸
坊
海
傘
、
小
松
原
は
抱
井
六
郎
怠
り
と

い
ふ
。
背
の
事
と
へ
ば
答
へ
宇
と
た
ん
。
と
あ
り
0

・
平
次
按
宇
る
に
.




